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弁理士とは

弁理士法４条
「弁理士は，他人の求めに応じ，特許，実用新案，意匠
若しくは商標又は国際出願，意匠に係る国際登録出願若
しくは商標に係る国際登録出願に関する特許庁における手
続及び特許，実用新案，意匠又は商標に関する行政不
服審査法の規定による審査請求又は裁定に関する経済産
業大臣に対する手続についての代理並びにこれらの手続に
係る事項に関する鑑定その他の事務を行うことを業とする」

弁理士は、いわゆる士業の１つ。

弁理士は、知的財産の創出や、知的財産
権の取得、活用をサポートする専門家。

登録商標「はっぴょん」
第4586465号
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知的財産権とは

特許：自然法則を利用した
技術的思想の創作のうち高
度なもの「発明」を保護。
　⇒例：洗浄技術

物品の形状、構造又は組み合わせに係
る「考案」を保護
　⇒例：開け閉めしやすいフタの形状

物品の美的な外観として
（1）「物品」「建築物」「画像」の
（2）「カタチ・模様（+色）」という２つの
要素からなるデザインを保護
　⇒例：洗濯機の特徴的なデザイン

商品・サービスに使用する「マーク」。
マークに化体した企業や商品の
「信用」を保護
　⇒例：ブランド名、商品名

KATO

特許制度は発明公開の代償
として特許権を付与する

商標権

意匠権

特許権 実用新案権

引用：経済産業省　特許庁　2019年
『事例から学ぶ商標活用ガイド』第2版
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新たに植物品種を育成した者が品種登録によって得られる権利。
登録品種の種苗、収穫物、加工品の販売等を独占できる。
　⇒例：「とちおとめ」「シャインマスカット」など

文芸、学術、美術、音楽プログラム等の精神的作品を保護。
©マークは、会社や個人などに『著作権（Copyright）』があ
ることを意味している。『Ｃ』は、『Copyright』の頭文字。

・営業秘密（不正競争防止法）　・回路配置利用権
・商号　・地理的表示（ＧＩ）

著作権

育成者権（種苗法）

その他の知的財産権

知的財産権とは
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アグリビジネスでの知的財産の適用例
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特許権を取得できれば、次のような効果が
期待できます。

①商品やサービスなどの長期独占

　特許権を取得していれば、第三者の参入
を抑制できる。自身による商品やサービス
の独占販売が長期（最長20 年間）にわたり
可能となる。

②競業他者の市場参入を遅らせる

　先に特許権を取得された競業他者は、新
たに技術開発を行う必要があるため参入に
遅れを取ることになる。

③そのほか
・自身の実施の確保（他人の特許非侵害）
・発明者への奨励
・商品等の顧客吸引力の向上
・ライセンス収益

特許権の効果 農林水産分野の特許の例
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商標権の効果
農林水産分野の商標の例商標権の主な機能

・自他商品等識別機能　・出所表示機能、
・品質保証機能　・広告宣伝機能

商標権の効果
①長期でのブランド育成
　商標を使う権利を独占できるので、安心し
てブランドへ投資することができ、長期的に
ブランドを育てることが可能。
　商標権を得ず他人の商標権を侵害すると、
自分のブランドを後から変更しなければなら
なくなる事態も起こり得る。

②模倣品の排除
　商標権を確保し、差止や損害賠償請求等の
法的措置を通じて模倣品を排除することで、
差別化されたブランド価値を守ることができ
る。食品の模倣品を放置すると、ブランド価
値が傷つくこともある。　

③ライセンス許諾
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品種登録できれば、次のような効果が期待
できます。

①登録品種の独占的な利用

　育成者権が発⽣すると、その権利者（育
成者権者）は、一定期間、登録した新品種
の種苗そのものや、収穫物、加工品の⽣産
や販売を独占できる。権利を他人に譲渡す
ることも可能。

②ライセンス許諾

　第三者に、育成者権に基づいて、その品
種の⽣産等をすることを許諾すれば、許諾
料（ライセンス料）を得ることも可能。

品種登録とは 品種登録の例
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品種登録と商標権とを用いた知財戦略の例
  とちおとめ あまおう スカイベリー（とちおとめの後継）

品種名 「とちおとめ」 「福岡S6号」 「栃木i27号」
育成者権者 栃木県 福岡県 栃木県
商標 ×

＊「とちおとめ」
は商標ではない。

「あまおう／甘王」
＊あかい、まるい、お
おきい、うまいの頭文
字。一般公募で決定。、
・区分：第31類（果実，
野菜，苗）

文字商標「スカイベリー」
図形商標「イチゴを模した図
形」
・区分：31類（野菜、苗）
に加え29類（加工果実）30
類（菓子・パン）等に拡大。

知財戦略 とちおとめ戦略：
⽣産者の間で品種
を広く伝え、種苗
の販売数を上げる。
⇒果実（いちご）
ではなく種苗。
最長25年の権利。

あまおう戦略：
「福岡S6号」以外の品
種にも商標「あまおう」
を使用可能。
⇒ターゲットは、果実
イチゴの消費者。
10年更新で半永久権。

「栃木i27号」を原料とした
加工品の商標は、栃木県の管
理要領に従って許諾申請必要。
⇒商標の不正使用を防止。
・図形商標と文字商標により
権利範囲を広くしている。

外国商標 × ○中国・香港・韓国・
台湾

○中国・EU・US等。
中国で他人に「SKYBERRY」
「天空草苺」等が取得された
ため、マドプロ出願。

後継品種「スカイベ
リー」で、あまおう
と同様の戦略を展開。
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ご清聴ありがとうございました！

知的財産権や弁理士は、
みなさんとともに。


